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森林は自然のゆりかご
　森林は，日本の国土の67％を占め，私たちの身の回りの自然環境の大部分を作る様々な機能を持っ

ています。例えば，多くの野生動物のすみかや多様な植物の生育の場となっています。また，緑のカ

ーペットとして，土砂災害や洪水災害を防止したり，緑のダムとして私たちの生活に欠かせない水を

蓄えてくれます。さらに，大気を浄化したり，私たちのレクリエーションの場となったり，都市周辺

の重要な景観をも形作っています。一方，森林は私たちの生活を

豊かにしてくれる木材の生産の場として古くから利用されていま

す。最近では，地球環境の保全の観点から，二酸化炭素を減少さ

せる効果も重要視されてきています。このような森林が持つ多様

な機能は，私たちに直接利益をもたらすものだけでも，金額に換

算して年間約75兆円に達すると言われています（林野庁試算平成

12年）。まさに森林は自然のゆりかごです。

森林には未知がいっぱい
　このように多様で複雑な森林について，私たちがこれまでに理解していることは，ほんの一部に過

ぎません。森林を理解することは，自然を理解することであり，また，人間を理解することでもあります。

あなたも「森林」で「たからもの」を見つけてみませんか。

森林科学は総合科学
　森林科学科は11の研究室と生命環境学部附属演習林（教育学術

研究林）から構成されていますが，そこでの教育・研究内容を見

ると，まさに森林が持つ多様な機能を反映していることがわかり

ます。森林科学科では21世紀の社会に現れる未知の課題に積極的

に取り組む能力を身につけるため，実験や実習を通して，自分で

考え，試行錯誤を通して自ら問題を解決する方法を体得するよう

カリキュラムを定めています。

森林科学科の特徴
　森林科学科では，実験・実習科目を多く取り入れています。実際に森林を体験することを重視し，

森林の調査や研究に必要な技術として，植物調査，測量，計測などを学ぶ実習を行っています。また，

木質資源の利用に関する基礎技術を修得するための実験も充実させています。

　森林科学科の定員は１学年36人で，これに対して森林科学科を担当する教員の数は16人ですので，

特に専門教育が主体となる3，4回生ではマンツーマンに近い教育を行うことができます。このため，

学生それぞれの個性に合わせて，学生と教員が質疑応答しながら理解を深める教育を行っています。

また，実験・実習や卒業論文作成のための研究では，学生同士が助け合いながら行うため，学生間の

つながりも深まり，卒業後も親交が長く続いています。

森林生態学
　森林生態系を構成する多様な生物間の相互作用，環境に対する樹
木や森林の応答，物質循環，エネルギー循環のシステムを解明し，
持続可能な社会の構築に向けた健全な森林生態系の維持，森林資源
の循環的利用に関する教育・研究を行う。

●森林生態学研究室：樹木の成長や枯死，森林の構造や動態，およ
びそれらと環境との相互関係に関する研究

●森林生理生態学研究室：樹木の生態・健康度および水分生理に関
する研究

●森林植生学研究室：森林の変化の歴史とその仕組み，生物間（植
物と昆虫など）の相互作用，人と自然の関係史に関する研究

●森林資源循環学研究室：森林の物質循環，エネルギー循環，資源
の循環的利用に関する研究

ブナの実生
　更新のメカニズム

衰退したブナ林

流域保全学
　山地の基本単位である流域について，地形，水系，森林資源，生
物多様性といった様々な流域情報の収集・解析，土砂災害や病虫獣
害被害などの森林災害の予測・軽減，さらに京都の自然および都市
の歴史的景観保全や管理など，循環型社会の構築に資する教育・研
究を行う。

●森林計画学研究室：森林およびその資源の調査，解析，予測，計
画，管理，評価に関する研究

●流域情報学研究室：流域環境（気象，水，土砂，河川，湖沼な
ど）の調査・実験・解析，流域と社会・経済との相互作用等に関
する研究

●砂防学研究室：山地流域からの水・土砂流出，土砂災害の発生機
構，荒廃山地の緑化・森林保全，地域防災システムに関する研究

●山地防災学研究室：森林流域の降雨流出機構，森林生態系の変化
に対する渓流水質応答の長期モニタリング，森林による水利用等
の森林の水源涵養機能に関する研究

森林資源学
　地域から地球規模にまでつながった循環型社会の構築に向けて，
再生産可能資源である木質バイオマス資源に関する物性学，化学を
基礎・基盤として，バイオマス変換利用およびバイオマテリアルの
利活用・創成に関する先端的な教育・研究を行う。

●生物材料物性学研究室：木材や竹材等の生物材料とこれら生物材
料を用いた木質系材料の組織構造，物性に関する研究

●木質生化学研究室：きのこ及びその酵素に関する応用研究，木質
成分利用に関する研究

●生物材料利用化学研究室：木材の新規分解法や化学修飾法の開発
および反応における分子機構に関する研究

中越地震で発生した天然ダム

炭の空隙構造測定

木材化学成分の分析

立地環境に基づく森林の評価結果

大野演習林の学舎




